
県内・県外若年層社会増減要因アンケート調査の主なポイント
就活時に県内就職も検討するが、
行動に移さない層がいる①②
大卒時Uターン就職者の就職先は
官公庁か教育②③

県内大を卒業して県外に就職する人のうち、半数以上は県内企業も検討しているが、その半数以上はエントリーせずに県外を選んでいる。 ①
県外大に進学し、県外で就職した県出身者の7割は、県内企業を検討していない。検討した3割のうちの半数も、県内企業にエントリーしていない。 ②
県外大に進学し、就職でUターン（福島県内に就職）した人の就職先は、官公庁・教育が多く、そのまま県外に就職した人はIT・通信が多い 。③

東京圏に住むと居住地への要求事項
が多くなり、多様な価値観やジェンダー
平等などについての意識も高まる④

東京圏に住んでいる人ほど、居住地に求める要素が多くなる。
Uターンした人は自然や子どもをのびのびと育てられる環境を重視している。
多様な価値観やジェンダーに対する意識についても差が大きくなる。

①県内大学からの就職時における選択

②県外大学からの就職時における選択

（注）アンケートの対象者は、 歳以上の福島県在住者、及び現在首都圏在住の福島県出身者（回答 件）
※①②の県内就職率等の比率は、今回のアンケート対象者による回答の傾向であり、実際の県内就職率等とは異なる可能性がある。

④居住地に求める要素（主要項目抜粋）

③県外大学から初めて就職した先の業種（主要業種抜粋）


